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インドネシア自動車市場の潜在力と日本企業












1991 年から 1995 年まで，先ず１回目のインドネシアの駐在をされ，トヨ
タ・アストラ・モーターに赴任されました。







































































































































ら，60 年代から 70 年代くらいに日本の各企業が相次いでインドネシアに












































04年 05年 06年 07年 08年 09年
１位 中国 中国 中国 インド 中国 中国
２位 インド インド インド 中国 インド インド
３位 タイ ベトナム ロシア ロシア ベトナム ベトナム
４位 ベトナム ロシア ベトナム ベトナム ロシア タイ
５位 米国 タイ 米国 ブラジル タイ ロシア
６位 ロシア 米国 タイ タイ ブラジル ブラジル
７位 インドネシア ブラジル ブラジル 米国 米国 米国
８位 韓国 インドネシア インドネシア インドネシア インドネシア インドネシア
９位 ブラジル 韓国 韓国 メキシコ 韓国 韓国





















































































































































































































































































ンドネシアは 2246ドル，中国 3318 ドル，マレーが 8000 ドル位。１人当た





































































































































































































































ドネシアやインドは 2010 年以降あと 25 年ぐらいこういうスイート・ス
ポットの時代が続く。つまり働き盛りの消費の旺盛な人が多い時代が続
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ドでは，スズキが 70万円で 800 ccの低価格車アルトを市場投入し，シェ
アを取っているわけですが，そうした 70万円台のものはインドネシアに
は出てきていないようで，今後それに近い価格帯のクルマを投入される予
定があるのかどうかをお聞きしたいです。それから，市場構造として，一
般以外の国営企業や官公庁需要を含めた法人需要はどうなっているので
しょうか。お話のなかでは，国営企業はかつてほどの勢いは無いとのこと
でしたが。
藤井：トヨタで「アバンザ」と呼んでいるクルマ，これはダイハツとの共
同開発の双子車でダイハツブランドではセニアと言っています。ダイハツ
のセニアで一番安いモデルで 100万円を少し上回っているくらいの値段で
す。100万から 150万という価格帯は，まさにこのアバンザとセニアの価
格帯でして，今ここが一番大きな市場です。インド製のスズキのカリムン
や現代の i10（アイテン）は今のところ，インドとインドネシアでまだ
FTAが締結されていないため去年時点では高い関税を払っていました。
したがって 100 万円を越えるような値段です。韓国とインドネシアの
FTAは，もう既に締結されており 2012 年くらいには関税が少し下がりは
じめ韓国本国生産車が安くなる局面に入ります。ただ，安い車を出しても
「安かろう，悪かろう」というクルマは売れないんじゃないかなというの
が個人的な感覚です。というのは，先ほど言いましたように，クルマの消
費のメインプレイヤーがある程度の所得を持ち，非常に目の肥えたお客様
であり，クルマを買えない層であってもクルマというものの常識的ライン
があって，70万という安さでもある程度の品質を伴っていないと，魅力を
感じる層はいないのではないかなというのが個人的な感想です。中古車の
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アバンザや中古のキジャンと比べてトータルなバリューで比較対象に耐え
るものであれば売れると思います。デザインや燃費も含め 70万で本当に
魅力を感じるクルマが出せるかどうかというのが我々メーカーのチャレン
ジになるのかなと思っています。
法人事業ですが，昔は政府関係の大口買い付けが多かったのですが，現
在はレンタカー会社やタクシー会社が大口ユーザーです。全体で総市場の
３％とか，４％であまり大きくありません。アメリカみたいにレンタカー
需要が２割くらいあるという状況ではありません。販売店も法人部という
ものを持っているところもありますが，メーカー側では今のところは商品，
販売施策上大きな特別対応をしなければいけない状況ではないと思います。
李：ありがとうございました。大変かみあった Q&Aの時間で，適切な討
論がなされたのではないかと思います。最後になりますが，国際問題研究
所長の鈴木より感想とコメントを含めて，閉会のあいさつをお願いします。
鈴木：藤井さんどうもありがとうございました。私もこの夏（2010 年８
月），初めてインドネシアに参りました。ジャワ島東ジャワ州にあります
マランという，「ジャワ島のパリ」とも呼ばれていたところにございます，ム
ハンマディーヤ大学に呼ばれて講演したのですが，とても良い経験でした。
「日本贔屓」と言いますか，日本のカルチャーを基本的に受容するという
か，受け止める風土であることを非常に感じました。おそらくトヨタさん
その他の日本企業の日常的なご努力がインドネシア社会に自然に浸透して
いるのでしょう。
先ほどのご指摘の中に富裕層とそうでない層との違いの問題もありまし
たけれども，ムハンマディアーヤというのは，ナフダトゥルウラマーなど
とも並ぶ，ムスリム系の非常に大きな団体でありまして，そこが経営して
いる大学ですから，普通の教員は薄給ですのでとてもお金が無くて自家用
車というわけにもいかないのですけれど，大学所有のクルマを使いまわし
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ながら乗っているという光景をよく見かけましたが学生の中には富裕層出
身者もかなりいて，クルマを持っている女子学生もおりました。彼女の家
族は油田のある小さな島を持っているのだそうです。インドネシアは非常
に島が多い国でして，島で油田があったりするわけですね。先ほどのお話
にもありましたように，ダイレクトに国営の石油会社ではなくて，国外石
油会社とコンタクトをもってもうけているような所の娘さんだったようで
す。本人は日本文化好きで雪子と呼ばれたいなどと言っておりましたが，
乗っていたクルマは親の意向でワーゲンでした。
お金を持っている学生は，どうしてお金持ちなのか気になるところです
が，数日滞在しただけでありましたけども，いろいろな層があることがわ
かりました。今日はおそらくお時間の関係で，自動車産業に密着したお話
でありましたが，藤井さんの長年のインドネシア体験からムスリムをめぐ
る諸問題やインドネシア的イスラーム社会の諸問題にもいろいろな形で知
見を広げてらっしゃるのではないかと推察いたします。私自身はイスラー
ムをめぐる諸問題を専門としております関係もあり，今回もインドネシア
の華僑ムスリムについて，ちょっと調査もしたのですが，インドネシアに
は華僑ネットワークも仏教系，道教系いろいろなところがあり，とても興
味深いのです。ムスリム系清真寺もインドネシアにいくつかありました。
面白いことに文化的な政策のために，ムスリム以外の中国，華僑系の人た
ちの寺院は，仏教も儒教も道教も一緒くたにまとめて管理しているようで
した。インドネシア政府自身は，今何かそうした宗教ネットワークを使っ
て，中国の大陸の方のいろいろな資本がインドネシアに進出してくるのを
恐れているみたいな所もあるようです。さらに，ムスリムネットワークで
ある，中国回教ということになりますと，南方中国にはたくさん回民がい
て，それと中東のイスラームマネーみたいなものとが結びついて，巨大イ
ンドネシア市場をどうこうする，などといった話が，ここ５年 10 年の間に
持ちあがってくるのではなかろうかというふうにも私は考えております。
わずかな期間であるとはいえ，滞在中付き合ったあちらの学生や教員の
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方々を見ていると，藤井さんもおそらく滞在中にいろいろな日本の歌がイ
ンドネシアを席巻してるのをご覧になっていると思うんですが，日本の歌
謡曲なども含め，インターネットを通じ，日本の社会状況にとても造詣が
深いのです。最近の話題では，妙な話ですが，何とかという日本の AV女
優がインドネシアへやってくるみたいな話で大変盛り上がったといった話
もありました。インドネシアのテレビ局では，日本の AV女優をこれだけ
のインドネシア人が知っていること自体，ムスリムの倫理的な問題からし
ていったいどうなんだ，といった大論争を呼んだりしていたようです。
今日は，インドネシアにおける日本の自動車業界の非常にクリアな流れ
を拝見できてとても有益でした。インドネシアという，日本人はすぐ空港
で入国ビザが取れますけれど，名古屋からですとちょっとダイレクトに行
くには未だ難しく，インドネシアの人が日本に来ることも，まだまだビザ
の問題等あって大変なところでのビジネスの状況を身近に垣間見せて頂き
まして，ありがとうございました。
愛知大学国際問題研究所では，国際問題の理論研究ばかりでなく，具体
的な国際企業の研究プロジェクトもいろいろ動いておりますので，これを
機会にぜひともご協力いただいて，今後ともいろいろな形で研究所全体の
研究を深めさせていただければと存じます。
本日は長時間にわたって誠にありがとうございました。
李：長時間，本当にありがとうございました。実際の予定より約 40 分オー
バーしましたが，これをもちまして講演会を終了させていただきます。今
日は本当にありがとうございました。
〔付記：文中の図表は出所が明記されない限り，著者（講演者）および著
者の所属先により作成されたものである。〕
（了）
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